
令和元年度 事業報告書

（基本姿勢）

当協会は、交通ルールに関する教育及び普及啓発事業等を通じて、栃木県内における交通安

全道徳の向上、交通事故の防止等に努め、もって、道路における交通の安全と円滑の確保に寄

与することを目的として、令和元年の交通事故死者数抑止目標を 90 人以下とする「令和元年

度栃木県交通安全県民運動計画（栃木県交通安全対策協議会策定）」を踏まえた交通安全諸対

策を関係機関、団体と連携して積極的かつ効果的に推進した。

令和元年中の交通事故死者数は 82人で、平成 30年中から－７人と大きく減少した。

第１章 交通安全対策

第１ 令和元年度 交通安全対策推進重点事項

１ 子どもや高齢者の交通事故防止対策の推進

２ 前照灯の早め点灯と原則ハイビームの徹底対策の推進

３ 飲酒運転等悪質・危険運転根絶対策の推進

４ 自転車利用者に対する交通事故防止対策の推進

５ シートベルト等の着用徹底対策の推進

６ 安全な交通環境の整備

７ 関係機関・団体等との連携

第２ 交通安全に関する広報・啓発活動

推 進 項 目 推 進 事 項

１ 栃木県交通 県・県警察本部及び交通安全を推進する関係機関団体と緊密に連携して

安全県民運動 ・ 高齢者交通事故防止運動（高齢者交通事故防止運動推進要綱）

・ 子どもや高齢者に優しい３Ｓ運動（高齢者に優しい３Ｓ運動推進

要綱）

・ 前照灯の早め点灯と原則ハイビームの徹底運動、ライト４(フォー)

運動（前照灯早め点灯と上向き切替運動推進要綱）

・ 飲酒運転根絶運動（飲酒運転根絶運動推進要綱）

・ 自転車安全利用促進運動（自転車安全利用促進運動推進要綱）

・ 交通事故「０」宣言運動（「交通事故「０」宣言運動」推進要綱）
ゼロ ゼロ

・ シートベルト・チャイルドシート着用運動（シートベルト・チャ

イルドシート着用運動推進要綱）

・ スピードダウン運動（スピードダウン運動推進要綱）

・ 信号機のない横断歩道における停止率向上

等の各種運動に関し、

「マナーアップ！あなたが主役です」

をスローガンに掲げ、次の広報活動を積極的に推進した。



・ 協会広報紙「交通安全とちぎ」による広報

・ 新聞、ラジオ、テレビによる広報

・ ポスター、チラシ、リーフレット等による広報

・ 横断幕、のぼり旗、広報車による広報

２ 交通安全県 県・県警察本部及び関係機関・団体と連携して、春、秋、年末における

民総ぐるみ運 交通安全県民総ぐるみ運動を始めとする各種交通安全運動を主催（協賛）

動等 した。

また、広報車・県交通安全教育車の効果的運用及び横断幕、懸垂幕の掲

出、パンフレット、チラシの配布等を通じて、県民に対する交通安全思想

の普及、啓発を図った。

(1) 横断幕、懸垂幕及びパンフレット・チラシ等の配布

・ 運転者向けポスター 1，500枚

・ 歩行者向けポスター 1，500枚

・ 子ども向けポスター 1，500枚

・ 春・秋・年末の交通安全運動用チラシ 6，000枚

・ マグネットステッカー 1，000枚

・ 大型広報パネル 140枚

(2) 各種広報媒体等を活用した交通安全広報

ア 交通安全教育車（以下、「マロニエ号」という。）を活用した街頭

広報及び交通安全広報を実施した。（延べ 104回）

イ 新聞・テレビ・ラジオによる広報

(ｱ) 春の交通安全県民総ぐるみ運動

（令和元年５月 11日（土）～ 20日（月）までの 10日間）

・ ５月 11日に下野新聞・読売新聞に、それぞれ「春の交通安全

県民総ぐるみ運動」の実施について掲載した。

・ 10 日間の期間中、栃木放送で「交通安全願い歌」を１日２回

放送した。

・ 期間中、栃木放送、エフエム栃木、とちぎテレビで「春の交

通安全県民総ぐるみ運動」の広報を実施した。

(ｲ) 秋の交通安全県民総ぐるみ運動

（令和元年９月 21日（土）～ 30日（月）までの 10日間）

・ ９月 20日に読売新聞、９月 21日に下野新聞に、「秋の交通安

全県民総ぐるみ運動」の実施について掲載した。

・ 期間中、栃木放送で「交通安全願い歌」を１日２回放送した。

・ 期間中、栃木放送、エフエム栃木、とちぎテレビで「秋の交

通安全県民総ぐるみ運動」の広報を実施した。

(ｳ) 年末の交通安全県民総ぐるみ運動

（令和元年 12月 11日（水）～ 31日（火）までの 21日間）

栃木放送で、「交通安全願い歌」を１日２回放送し、また、と



ちぎテレビで「年末の交通安全県民総ぐるみ運動」の実施を放映

した。

３ 交通死亡事 令和元年度中、全県・ブロック・地区警報とも発令はなかった。

故多発警報発

令時における

広報啓発活動

４ 栃木県交通 栃木県交通安全活動推進センター（栃木県公安委員会指定）の事業とし

安全活動推進 て、次の活動を実施した。

センター事業 (1) 交通安全広報・啓発活動

ア 新聞、ラジオ、テレビによる広報

(ｱ) 新聞掲載

下野新聞に「とちぎセーフティニュース」と題し、毎月２回（第

２、第４木曜日）掲載した。

(ｲ) ラジオ放送

・ 栃木放送に「インフォメーション（お知らせ）放送」と題し

て、１日８回（１回 20秒）、「交通安全呼び掛け」CM、１日３

回（１回 30秒）の広報を実施した。

・ エフエム栃木に「交通安全コメント」と題して、毎週月曜日

から金曜日までの間、１日３回（１回 20秒）広報を実施した。

・ 毎日 2回ラジオ（ＦＭ、栃木放送）生情報番組で、交通安全

情報を発信した。

(ｳ) テレビ放送

「脱！止まってくれない栃木県」の CMを作成し、とちぎテレ

ビで１日２回（30秒）放映し、全国的にも反響を得た。

イ 広報紙の発行

県交通安全協会広報紙「交通安全とちぎ」を８月、11月、１月の

年３回発行した。（各 15，000部）

ウ 「交通安全願い歌」による広報

「『交通安全願い歌』あなたに みんなの力で～」を交通安全功労

者等各種イベントのほか、年末の交通安全運動期間中に、栃木放送、

とちぎテレビなどで交通事故防止 CMに活用した。

エ 県民交通安全写真コンクールの開催

県民に対する交通安全意識の浸透や交通マナーの向上を図ること

を目的として、第９回県民交通安全写真コンクールを開催した。

・ 募集期間：平成 31年４月１日（月）～令和元年９月 30日（月）

・ 応募数 ：152点

・ 表 彰 ：最優秀賞１名

優秀賞３名・優良賞５名・佳作 10名



オ 交通安全広報カレンダーの作成・配布

(ｱ) 令和元年度 JA共催の県下小・中学生交通安全ﾎﾟｽﾀｰｺﾝｸｰﾙにお

ける栃木県交通安全協会長賞受賞作品等による「交通安全広報ｶﾚﾝ

ﾀﾞｰ」を作成し、県内の小学校全児童を介して各家庭に配布する

とともに、各地区交通安全協会を介して、一般家庭・商店・事

業所等に広く配布し、交通安全を広報した。（12万部作成）

(ｲ) 第９回県民交通安全写真ｺﾝｸｰﾙの入賞作品により、「交通安全広

報ｶﾚﾝﾀﾞｰ」を作成し、運転免許窓口や各地区交通安全協会を通じ

て、家庭・商店・事業所等に広く配布し交通安全を広報した。

（5，000 部作成）

カ ホームページによる広報

当協会の各種公益活動についての理解と協力を得るため、インタ

ーネットホームページに、交通安全協会の最新の活動状況及び財務

に関する資料を掲出して公開した。

キ 交通安全物品等の貸出し

交通安全啓発・教育用資器材として、下記の無料貸出を行った。

・ 交通安全子供自転車大会用資器材

・ 交通事故現場写真パネル

・ 交通安全教育用ビデオ・DVD

・ チャイルドシート（地区交通安全協会を含む。）

・ 高齢者疑似体験セット

ク 自転車利用者に対する交通安全対策

児童及び高齢者に対し、正しい自転車の乗り方を身につけさせ、

自転車による交通事故防止を目的として、交通安全子供自転車大会

等を開催した。

(ｱ) 第 53回「交通安全子供自転車栃木県大会」の開催

○ 開催日時・場所

・ 令和元年７月５日（金）

・ 鹿沼総合体育館（TKCいちごｱﾘｰﾅ）

○ 出場チーム：各地区代表 21チーム 84名

○ 実施結果

・ 団体優勝：宇都宮市立雀宮南小学校 Aチーム

・ 個人優勝：Aさん（宇都宮市立雀宮南小学校Aチーム）

※ 優勝チームは、令和元年８月７日（水）、栃木県代表とし

て全国大会に出場した（団体で 15位）。

ケ 原付・二輪車に対する交通安全対策

栃木県二輪車安全推進委員会の協力を得て、二輪車等の安全技能

と交通マナーの向上を目的として各種講習会等を実施した。

(ｱ) 原付免許取得時における技能講習

原付免許取得者を対象に、交通安全知識、乗車姿勢、ハンドル、



ブレーキ操作等の実技講習会を実施した。（受講者 1，552名）

(ｲ) 高校生に対する二輪車安全運転講習会・運転適性検査

高校生を対象に実施した。

・ 二輪車安全運転講習会 26校 延べ 22回 431名

・ 筆記式運転適性検査 12校 2，246名

(ｳ) 第 49回「二輪車安全運転栃木県大会」の開催

交通安全意識と二輪車運転技術の向上を目的として、二輪車安

全運転競技大会を開催した。

○ 開催日時・場所

・ 令和元年６月２日（日） 栃木県運転免許ｾﾝﾀｰ

○ 出場者 28名

○ 実施結果（各クラス優勝者）

・ Aクラス（125cc以下） X さん

・ Bクラス（126cc以上～ 400cc以下 Y さん

・ Cクラス（401cc以上） Z さん

コ 幼児と子ども・高齢者の交通事故防止対策

(ｱ) 幼児と子どもの交通事故防止対策

ﾏﾛﾆｴ号の安全教育指導員が、幼稚園、保育所、児童ｸﾗﾌﾞ等で、

交通講話・腹話術・交通安全教育用ﾋﾞﾃﾞｵ等を活用して、幼児と子

どもの交通安全意識の向上と正しい交通ルールの習得等を目的と

した出前型の交通安全教育を実施した。

○ マロニエ号による交通安全教育の実施結果

・ 幼 児 90回 9，017名

・ 小学生 57回 5，133名

・ 保護者 11回 341名

・ 高齢者 13回 650名

・ その他 7回 343名

計 178回 15，484名

(ｲ) 高齢者の交通事故防止対策

地区交通安全協会女性部会、老人会等の関係機関・団体と連

携し、高齢ドライバーや高齢者に対して、交通事故の実態に応

じた交通安全教育を実施した。

○ 地区交通安全協会女性部会では、交通安全指導センターに

おける街頭監視、高齢者宅訪問、スーパーマーケット駐車場、

繁華街等における街頭広報による高齢者の交通事故防止活動

を実施した。

○ マロニエ号による、高齢者を対象とした交通安全教育及び

運転適性検査を実施した。



・ 交通安全教育 10回 582名

・ 運転適性検査 3回 68名

計 13回 650名

○ 「安全運転ドック」の開催

高齢ドライバーの交通安全対策として、栃木県自動車学校、

西那須野自動車学校において、体験型交通安全教育「安全運

転ドック」を開催した。

参加者 49名（男性 18名 女性 31名）

○ 高齢者特別講習

高齢運転者停止処分講習について、県警察本部運転免許管

理課と連携して、高齢者学級を開催し、高齢者の特性の理解

とそれぞれに応じた運転について指導した。

・ 高齢者学級 16回 177名

○ 子どもや高齢者に優しい３Ｓ運動の実践広報

安全教育指導員により、県内全域において広報車を活用し

た交通安全広報を実施したほか、各種広報媒体及び地区交通

安全協会等と連携し、運転者に対して「子どもや高齢者に優

しい３Ｓ運動」の実践を広報した。

○ 「交通安全のど自慢大会」の開催

令和元年 11月 14日、宇都宮市内「栃木県教育会館」にお

いて、「交通安全のど自慢県大会」を開催した。

予選会（３回開催）会場において、安全教育、反射材配付

等、交通事故防止の広報・啓発を実施した。

○ 「スタントマンによるご長寿交通安全教室」の開催

県警からの受託事業として、スケアードストレート方式の

交通安全教室を６会場で開催した。 参加者数 691名

サ 反射材の普及対策

○ 各種交通安全活動を通じ、携行ライトや反射材等を配布して、

反射材等の広報と普及促進を図った。

また、地域交通安全活動推進委員（200名）に、高齢者を指

導する際配付する反射材 24，000個を配付した。

(2) 交通事故相談活動

事務局内に交通事故相談所を開設し、交通事故の被害者や家族等か

らの損害賠償、交通事故に関する悩みや疑問についての相談に係る指

導助言等を行った。（電話相談 ６件）

(3) 安全な交通環境対策活動

ア 駐車、規制、道路使用に関する広報・啓発

道路における車両の駐車、交通規制、道路使用に関する照会及び

相談に応じたほか、交通規制及び道路の使用についての広報・啓発

を行った。



イ 迷惑駐車及び道路不正使用の防止

円滑な交通を阻害する迷惑駐車及び道路の不正使用を防止するた

め、地域交通安全活動推進員と連携しながら、「迷惑駐車」及び「道

路不正使用防止」について、各種広報媒体を活用して周知徹底を図

った。

ウ 信号機付加装置の設置

全日本交通安全協会支援事業として、視聴覚障害者信号機付加装

置を設置し、社会的弱者に優しい交通環境を整備した。

宇都宮市 ２カ所（星ヶ丘郵便局前・平松町交差点）

(4) 道路調査活動

道路使用調査課において、道路又は交通の状況及び道路における工

作物又は物件の設置状況調査を行った。

道路使用許可現地調査件数 29,908件（前年比 + 28件）

(5) 運転適性指導活動

各種交通安全講習会等において、マロニエ号を活用した運転適性検

査を行うと共に、各種機関・団体・企業等の要望に応じて交通安全学

校を開校し、筆記式の運転適性検査を実施し、個人ごとに安全運転を

指導した。

・ マロニエ号で実施した適性検査 （12 団体 276名）

・ 交通安全学校で実施した筆記適性検査 （12高校 2，246名）

(6) 県及び民間団体の交通安全活動に対する支援

県及び民間団体が開催する「交通安全大会」、「交通安全キャンペー

ン」等の各種交通安全活動を支援（協賛、後援）した。

その他、(一社)日本自動車連盟、(一財)全日本交通安全協会主催の

実技型安全運転講習会「セーフティトレーニング」及び(一社)日本二

輪車普及安全協会主催の同安全運転講習会「グッドライダーミーティ

ング」等の各種交通安全活動を支援（後援）した。

(7) 栃木県地域交通安全活動推進委員協議会連合会の活動

地域交通安全活動推進委員協議会の活動を効果的に推進するために、

９月から開催された「スタントマンによるご長寿交通安全教室」に各

推進委員が参加した。

(8) 免許証返納者に対する支援

免許証返納時に運転経歴証明書の申請手続きをした会員を対象に、

手数料（1,100円）の半額を助成する制度を開始した。

３月末現在 4，739人が手続き



第３ 表彰

推 進 項 目 推 進 事 項

１ 全国表彰 (1) 警察庁長官・全日本交通安全協会長連名表彰（令和２年１月 22 日)

ア 交通栄誉章 緑十字金章

・ 交通安全功労者 ２名

イ 交通栄誉章 緑十字銀章

・ 交通安全功労者 ６名

・ 優良運転者 ２名

(2) 全日本交通安全協会長表彰（令和元年 10月 29日)

ア 交通栄誉章 緑十字銅章

・ 交通安全功労者 57名

・ 優良運転者 60名

イ 優良団体（令和２年１月 22日）

・ 交通安全優良団体

宗教法人 日光山輪王寺

・ 交通安全優良事業所

ユニプレス株式会社栃木工場

株式会社ミツトヨ宇都宮事業所

・ 交通安全優良学校

宇都宮市立雀宮南小学校

・ 優良交通安全協会

佐野地区交通安全協会

２ 管区表彰 (1) 関東管区警察局長・関東交通安全協会連合会長連名表彰

ア 交通安全功労者・優良交通安全協会（令和元年５月 15日）

・ 交通安全功労者 16名

・ 優良交通安全協会

那須塩原交通安全協会・茂木地区交通安全協会

イ 交通安全功労団体・交通安全優良事業所・優良運転者

（令和元年 10月 29日）

・ 交通安全功労団体

五代若松原北長生会・栃木県体育館

・ 交通安全優良事業所 関東自動車株式会社宇都宮営業所

・ 優良運転者 16名

(2) 関東交通安全協会連合会長表彰（令和元年５月 15日）

交通安全協会優良職員 ４名



３ 県表彰 (1) 栃木県警察本部長・県交通安全協会長連名表彰（令和元年 10月 29日）

ア 交通安全功労者 161名

イ 交通安全功労団体 佐野地区交通安全協会等 52団体

ウ 優良運転者（20年・30年・40年） 合計 1，160名

(2) 栃木県知事表彰（令和元年 11月 26日)

ア 交通安全対策功労者 ４名

イ 交通安全対策功労団体 １団体

第４ 所管団体の業務推進及び交通安全団体に対する助成・支援

推 進 項 目 推 進 事 項

１ 所管する団 栃木県交通安全協会の所管業務を適正に執行するため、関係機関・団体

体の業務推進 との連携を強化し各種業務を推進した。

(1) 栃木県地域交通安全活動推進委員協議会連合会

ア 全国研修会

令和元年６月７日（金）、東京都の自動車会館で開催され、当協

会職員が出席して研修を受けた。

イ 栃木県地域交通安全活動推進委員協議会連合会理事会の開催

令和元年６月 10日（月）、しもつけ会館会議室において、理事会

を開催し、平成 30年度活動結果報告及び令和元年度の活動計画につ

いて協議した。

ウ 委員全体研修会の開催

令和元年９月から県内 6カ所で開催された「スタントマンによる

ご長寿交通安全教室」に各委員が参加し、研修を受けた。

(2) 栃木県二輪車安全運転推進委員会

ア 栃木県二輪車安全運転推進委員会の開催

令和元年５月 22日（水）、いちごアリーナ会議室において、推進

委員会を開催し、令和元年度の活動計画等について協議した。

イ 高校生に対する二輪車安全運転講習会の開催

令和元年６月３日～同年 12月９日までの間、交通機動隊の応援を

得て、県内高校 26校の二輪車通学生徒対象の二輪車安全運転講習会

を実施した。

実施状況：22回 26校 414名（男子 335名、女子 79名）

ウ 「グッドライダーミーティング栃木」の協賛

平成 31年４月 21日(日)、令和元年９月 29日(日)、栃木県運転免

許センターで開催された「令和元年度二輪車安全運転講習会」に

協賛し、推進委員会指導員、事務局員が出席した。



２ 交通安全活 (1) 地区交通安全協会

動団体に対す ア 助成

る助成・支援 19地区交通安全協会に対し、活動資金の一部を助成した。

(2) 栃木県地区交通安全協会女性部連合会

ア 栃木県地区交通安全協会女性部連合会理事会、総会の開催

・ 常任理事会 平成 31年４月 10日（水） いちごアリーナ会議室

・ 定期総会 令和元年６月 27日（木） いちごアリーナ会議室

(3) 日本交通管理技術協会

自転車事故防止対策を目的として、日本交通管理技術協会、栃木県

自転車軽自動車商業協同組合と連携した事業を推進した。

ア ＴＳマーク取扱店及び取扱状況

青マーク 1，600枚

赤マーク 3，350枚 計 76店舗

イ 関東ブロック自転車安全整備制度推進会議

令和元年 10 月３日（木）、長野県長野市内において、日本交通管

理技術協会主催の関東ブロック推進会議が開催され、当協会から常

務理事・担当者が出席した。

第５ 各種会議

推 進 項 目 推 進 事 項

１ 理事会・評 理事会・評議員会を宇都宮市内において開催し、協会の運営について審

議員会 議した事項等は、次のとおりであった。

(1) 定時理事会（令和元年５月 24日(金)）

第１号議案 平成 30年度 事業報告の件

第２号議案 平成 30年度 実施事業等会計決算の件

(2) 定時評議員会（令和元年６月 14日(金)）

第１号議案 平成 30年度 事業報告の件

第２号議案 平成 30年度 実施事業等会計決算の件

第３号議案 任期満了に伴う理事選任の件

(3) 臨時理事会 (令和元年６月14日(金))

第１号議案 代表理事選定の件

第２号議案 業務執行理事選定の件

第３号議案 事務局長任免の件

(4) 臨時理事会（令和元年９月 13日(金)）

報告事項 令和元年８月末現在における職務執行状況

(5) 臨時理事会（令和２年１月 24日(金)）

報告事項 令和元年 12月末現在における職務執行状況



(6) 臨時理事会(令和２年３月 27日(金) 書面表決）

第１号議案 令和２年度事業計画(案)

第２号議案 令和２年度収支予算(案)

第３号議案 交通安全公益活動助成金(案)

第４号議案 地区交通安全協会事務受託料(案)

第５号議案 評議員(外部)選定委員選任の件

第６号議案 定時評議員会開催日程の件

２ 正 副 会 長 (1) 第１回（令和元年５月 16日(木)）

会議 協議事項 平成 30年度 事業報告・決算報告等の件

(2) 第２回（令和元年９月３日(火)）

協議事項 職務執行状況（8月末現在）の件

(3) 第３回（令和２年１月 14日(火)）

協議事項 臨時理事会開催日程・議題の件

(4) 第４回（令和２年３月 18日(水)）

協議事項 臨時理事会（事業計画及び予算案）開催の件

新型コロナウイルスに伴う書面表決の件

３ 監事会 令和元年５月 13日（月）、当協会事務局会議室において監事会を開催し、

平成 30 年度の当協会事業の決算及び職務執行状況について監査を実施し

た。

４ 評議員選定 令和元年６月３日(月)、当協会事務局会議室において、評議員の補充選

委員会 任等を審議し、７名の評議員を選任した。

５ 所 管 す る 所管する機関・団体が開催する定例会議及び随時の会議に積極的に参加

機関・団体の し、協力・連携しながら業務を適正かつ円滑に推進した。

会議

第６ その他

推 進 項 目 推 進 事 項

創立７０周年 １ 記念誌の発行

記念事業 一般財団法人栃木県交通安全協会は、昭和 24年４月に「栃木県交通

安全協会連合会」として発足し、平成 31年４月に創立７０周年を迎え

ました。これを記念し、令和２年１月、記念誌「７０年の歩み」を発行

した。

２ 県警音楽隊による演奏会の開催



令和元年 10月 29日(火)、宇都宮市文化会館小ホールにおいて、警察

音楽隊による演奏会を開催した。

３ 交通安全のど自慢大会の開催

令和元年 11月 14日(木)、栃木県教育会館大ホールにおいて、特別ゲ

ストに U字工事を迎え、「交通安全のど自慢県大会」を開催した。

第２章 受託事業

第１ 業務受託事業

推 進 項 目 推 進 事 項

１ 栃木県及び (1) 違反者講習

県公安委員会 ・ 栃木県自動車学校において、次のとおり実施した。

からの受託 初心運転者講習 20名（前年比 － 10名）

事業 ・ 交通安全学校において、次のとおり実施した。

社会参加講習 385名（前年比 － 69名）

実車指導 170名（前年比 － 37名）

(2) 交通安全教育事業（マロニエⅠ号・Ⅱ号）

幼児・児童・高齢者対象の交通安全教育（マロニエⅠ号・Ⅱ号）を、

幼稚園・小学校・老人クラブ等において、次のとおり実施した。

○ 幼児 90回 9，017名（前年比 －３回 ＋ 221名）

○ 小学生 57回 5，133名（前年比 － 20回 － 2，717名）

○ 高齢者 13回 650名（前年比 － 143回 ＋ 306名）

○ その他 18回 684名（前年比 － 27回 － 5，253名）

計 178回 15，484名（前年比 － 193回 － 7，443名）

(3) 更新時講習（優良・一般・違反・初回）業務

ア 運転免許センターにおける講習

○ 優良講習（30分） 69，636名（前年比 ＋ 6，557名）

○ 一般講習（１時間） 20，801名（前年比 － 927名）

○ 違反者・初回講習（2時間） 35，213名（前年比－ 2，439名）

○ 特定任意講習（企業対象） 13名（前年比 ＋３名）

計 125，663名（前年比 ＋ 3，194名）

イ 栃木県自動車学校・栃木県西那須野自動車学校における講習

○ 違反者・初回講習（２時間）

栃木県自動車学校 33名（前年比 － 16名）

栃木県西那須野自動車学校 206名（前年比 － 53名）

計 239名（前年比 － 69 名）

ウ 各支所における講習

○ 優良講習（30分） 110，020名（前年比 ＋ 23，342名）



○ 一般講習（１時間） 18，986名（前年比 ＋ 226名）

計 130，006名（前年比 ＋ 23，568名）

ア～ウ合計 255，908名（前年比 ＋ 26，693名）

(4) 停止・取消処分者講習業務

ア 停止処分者講習業務を、次のとおり実施した。

・ 短 期 1，295名（前年比 － 57名）

・ 中 期 205名（前年比 － 26名）

・ 長 期 389名（前年比 －７名）

計 1，889名（前年比 － 90名）

イ 取消処分者講習業務を、次のとおり実施した。

栃木県自動車学校 120名（前年比 － 15名）

(5) 高齢者講習業務

・ 交通安全学校

臨時認知機能検査 309名（前年比－ 97名）

臨時高齢者講習 106名（前年比－ 37名）

認知機能検査 872名（前年比＋ 137名）

高齢者講習 2，522名（前年比＋ 815名）

・ 栃木県自動車学校（含む認知機能検査） 2，504名（前年比－ 99名）

・ 栃木県西那須野自動車学校（同上） 1，676名（前年比＋ 125名）

計 7，989名（前年比＋ 844名）

・ 高齢者講習通知 22，107名

(6) 原付講習業務

原動機付自転車運転免許取得者に対する安全運転技能講習業務

1，376名（前年比 － 176名）

(7) 自動車保管場所現地調査業務及び入力業務

・ 自動車保管場所現地調査業務 168，640 件（前年比 － 2，789件）

・ 自動車保管場所入力業務 157，137件（前年比 － 10，100件）

(8) 道路使用許可現地調査業務 29，908件（前年比 ＋ 28件）

２ 交通関係団 (1) 地区交通安全協会事務

体からの受託 免許業務課及び各支所における入会手続き、会計経理、行事の企画、

事業 実施等

(2) 地区安全運転管理者協議会事務

宇都宮中央支所・宇都宮東支所・足利支所



第３章 各種自主事業

第１ 交通安全資器材等の斡旋事業

推 進 項 目 推 進 事 項

交通安全資器材 交通事故を防止するため、交通安全に役立つ優良な資器材の広報に努め、

及び安全（保安）各種グッズを斡旋した。

グッズの斡旋 ・ 高齢運転者標識 523組

・ 身体障害者標識 33組

・ 聴覚障害者標識 １組

・ 代行運転自動車標識 22組

・ 蛍光桃太郎旗 9，089本

・ 横断旗（小旗・指導旗） 7，721本

・ 反射（タスキ・バンド・ブレスレット） 54，981本

・ 反射（シール・ステッカー） 22，852枚

・ 反射ベスト 571着

・ 反射ブルゾン 234着

・ 反射電柱幕・横断幕 11本

・ 反射看板 497枚

・ 反射バッグ 5，954個

・ 反射キーホルダー 77，573個

・ 自転車用ヘルメット 1，857個

・ LEDライト（ピカ丸） 762個

第２ 自動車教習等事業

自動車学校（２校）を運営し、初心運転者の養成と免許取得者に対する訓練及び講習等を

実施した。特に、公益性の観点から、高齢者と身体障がい者を対象とした教習、講習につい

ても重点的に推進した。

推 進 項 目 推 進 事 項

１ 教習事業 (1) 栃木県自動車学校

入校者数 1，092名（前年比 － 21名）

うち身体障がい者 14名（前年比 +６名）

(2) 栃木県西那須野自動車学校

入校者数 530名（前年比 － 64名）

計 1，622名（前年比 － 85名）



２ 講習事業 (1) 栃木県自動車学校

高齢者講習 1，690名（前年比 +141名）

○ 栃木県自動車学校駐車場の増幅

一般車の駐車場不足の解消を図るため、駐車場の土地を購入し、

10台のスペースを確保した。

(2) 栃木県西那須野自動車学校

高齢者講習 1，676名（前年比 +125名）

計 3，366名（前年比 +266名）

３ 交通安全資 交通事故を防止するため、交通安全に役立つ優良な資器材の斡旋販売に

器材の斡旋・ 努めた。

販売 (1) 栃木県自動車学校

高齢者マーク 17枚 LEDライト（ピカ丸） ２個

(2) 栃木県西那須野自動車学校

高齢者マーク 13枚 LEDライト（ピカ丸） １個

第３ その他協会の目的達成に必要な事業

次の事業を適正かつ効果的に実施して収益の強化を図った。

推 進 項 目 推 進 事 項

県証紙取扱 免許センター等への来所者の利便を図るために、新規運転免許取得、更新手続

事業 き、更新時講習、停止処分者講習等に要する収入証紙の売捌きを行った。

第４章 その他

第１ 組織の活性化

推 進 項 目 推 進 事 項

１ 各部門との 業務を適正かつ能率的に推進するため、適宜、指示連絡等の会議を開催

連携強化 し、各部門・所属が組織的に連携して一体的な活動ができるように努めた。

２ 地区交通安 当協会を取り巻く状況は、市民意識の変化や地方財政の悪化など、多様

全協会との連 な要素が複合し厳しい情勢にあることから、地区交通安全協会との連携を

携強化 強化し、時局に適切に対応した。

(1) 交通安全活動資金の助成

交通安全活動の強化を目的として、各地区交通安全協会に交通安全



活動資金を助成した。

(2) 交通安全協会協賛加盟店による会員割引制度

協会の協賛加盟店における各種割引等の優待制度による会員特典を

設けているが、制度の利用促進を図るため、交通安全協会協賛店を掲

載したガイドブックを作成し入会者に配付した。

(3) 地区交通安全協会の活動紹介

「あなたの会費が地区の交通安全活動に役立っています」と題する

リーフレットを作成し、各窓口で免許更新者全員に配付した。

第２ 職員の資質の向上

推 進 項 目 推 進 事 項

１ 会 議 (1) 部課長・支所長等会議

業務の迅速化、効率化を図ると共に、当面の諸問題等について協議、

検討するために、適宜、部課長・支所長等会議を開催した。

(2) 定例部課長等会議

各部門間の連携を強化し、業務に関する意思の統一を図り、斉一を

図るため、毎月初旬に定例部課長等会議を開催した。

(3) 事務局部内会議

業務の迅速化、効率化及び業務上の意思統一を図るため、毎月初旬

に、専務理事以下事務局員による部内会議を開催した。

(4) 各所属における部内会議等

各所属において、担当業務を適正かつ能率的に推進し、指導・教養、

指示連絡等の徹底を図るため、随時、部内会議を開催した。

(5) ブロック別支所意見交換会

事務局及び支所の意思統一を図るために、県内を４ブロックに分け

て、５～６月にブロック別支所意見交換会を開催した。

２ 業務指導 (1) 随時指導・教養

業務の適性かつ能率的な推進のために、免許業務課、各自動車学校、

各支所等に対して、常勤役員、総務部長等により、随時、業務指導・

教養を実施した。

(2) 支所管理部による巡回指導

各支所における担当業務を適正かつ能率的に推進するため、定期的

に巡回業務指導を実施した。



３ 研修会議 職員のキャリアアップ及び適切な業務推進のために、職員を次の研修会

等へ積極的に参加させ継続的な人材育成を図った。

(1) 全日本交通安全協会主催の研修会等

ア 都道府県道路使用適正化業務担当者研修会 １名

イ 地域交通安全活動推進委員会全国研修会 １名

ウ 自動車安全教育特別指導員講習会 １名

(2) 関東交通安全協会連合会主催の研修会

一都 10県交通安全協会経理担当者会議 ２名

(3) 安全運転中央研修所研修（警察本部計画）

ア 違反者・停止処分者講習指導員課程（６日間） ４名

イ 高齢者講習指導員 ４名

ウ 新任教習指導員 ４名

エ 認知機能検査員 ５名

オ 新任技能検定員 ２名

カ 新任運転適性指導員 １名

(4) 職員等に対する教養

ア 県警察本部主催の講習会

・ 自動車保管場所調査員現地調査員講習 17名

・ 教習指導員講習 １名

・ 運転適性検査指導員養成講習 ５名

・ 自動車教習所管理者研修会 １名

イ その他の機関が主催する研修会

・ 社会保健委員研修 ２名

・ 特定指導法人説明会 １名

・ 労使地域活性化フォーラム ３名

・ パワハラ対策義務化・同一労働同一賃金等説明会 １名


